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世界半導体市場回復見通し

多くの工業製品に関連する半導体需要は、2021年を

ピークに減少したが、2024年は回復を見込む流れにあ

る。世界半導体市場統計(WSTS)は生成AI関連に加え、

年後半の世界景気回復に伴う市場拡大を見込んでいる。

製品別では「メモリ」が大きな伸びを示しており、アジア

太平洋市場のボリュームが大きく、日本市場でも自動車

需要を中心に回復し、円ベースで7兆円規模(前年比8%

増)の市場に達する見込みとなっている。(資料) WSTS
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データセンター新設・増設活発化

マイクロソフト社の4400億円規模の投資等データセン

ターをはじめ日本国内での半導体製造、AI関連データ処

理施設を中心とする設備投資が2027年に向けて活発

化している。日本では、アジア主要国に比べ遅れている

デジタル化とDX化に同時並行的に取り組む必要があり、

投資需要が拡大している背景がある。これに伴いデータ

センターファシリティの建材、電材、空調、通信、セキュリ

ティに関する新規参入も活発化している。(資料)IDA

新卒3年以内離職、宿泊・飲食等高い比率

新卒3年以内離職率は全職種平均30%台で推移して

いる。その中で40～50%前後に達する高い業種として

は宿泊飲食、生活関連、教育学習、医療福祉、小売業等が

あげられる。 いずれも対面サービスを中心とする業種と

なっている。厚生労働省の職安を中心とするデータであ

ることから民間就職サポート企業を通じた転職等は把握

しきれていにないことから実態はさらに高い数値になっ

ている。(資料) 厚生労働省
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